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提
案
理
由
の
説
明
に
先
立
ち
、
一
言
申
し
上
げ
ま
す
。 

只
今
、
江
藤
正
行
議
員
、
落
水
清
弘
議
員
、
く
つ
き
信
哉
議
員
、
齊
藤
聰
議
員
、
三
島
良
之
議
員
、
満

永
寿
博
議
員
、
白
河
部
貞
志
議
員
、
倉
重
徹
議
員
、
田
尻
善
裕
議
員
、
大
石
浩
文
議
員
、
澤
田
昌
作
議
員

の
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
の
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
御
受
章
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
方
の
永
年
に
わ
た
る
御
活
躍
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
市
発
展
へ
の
御
尽
力
に

対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、
今
後
一
層
の
御
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

説
明
に
入
り
ま
す
前
に
、
職
員
の
不
祥
事
に
つ
き
ま
し
て
、
お
詫
び
と
御
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
五
月
二
十
九
日
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
功
績
の
あ
っ
た
方
に
対
す
る
顕
彰
金
や
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
行

委
員
会
な
ど
の
経
費
を
横
領
し
た
観
光
文
化
交
流
局
職
員
を
懲
戒
免
職
処
分
と
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
横
領
事
件
を
受
け
、
直
ち
に
本
市
で
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
全
て
の
公
金
外
会
計
に
つ
き
ま
し
て
、

過
去
五
年
間
に
遡
り
全
庁
的
な
総
点
検
を
実
施
し
た
結
果
、
南
区
職
員
が
、
死
亡
さ
れ
た
身
寄
り
の
な
い
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方
の
遺
留
金
品
を
横
領
し
て
い
た
事
実
が
新
た
に
判
明
し
ま
し
た
の
で
、
同
じ
く
二
十
九
日
付
で
懲
戒
免

職
処
分
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

い
ず
れ
の
事
案
も
、
併
せ
て
、
当
時
の
上
司
を
戒
告
等
の
処
分
と
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
五
月
二
十
一
日
に
、
盗
撮
行
為
を
行
い
、
熊
本
県
迷
惑
防
止
条
例
違
反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
臨

時
講
師
に
つ
き
ま
し
て
も
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
懲
戒
免
職
処
分
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
職
員
の
不
祥
事
が
相
次
い
だ
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
の
対
応
と
い
た
し
ま
し
て
、「
管
理
監
督
責
任
の
厳
格
化
」
、「
過
去
の
不
祥
事
の
教
訓
を
風
化
さ
せ

な
い
取
組
み
」
、
「
現
金
を
取
扱
わ
な
い
仕
組
み
の
構
築
」
の
三
つ
を
柱
と
す
る
改
善
方
針
を
定
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
適
正
な
事
務
処
理
の
徹
底
に
努
め
、
改
め
ま
し
て
市
政
の
信
頼
回
復
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

引
き
続
き
、
三
点
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
元
熊
本
市
長 

田
尻
靖
幹
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
去
る
五
月
一
日
に
御
逝
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去
さ
れ
ま
し
た
。 

田
尻
元
市
長
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
熊
本
市
役
所
に
入
庁
さ
れ
、
多
く
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
後
、
昭

和
六
十
一
年
十
二
月
に
、
第
二
十
五
代
熊
本
市
長
に
就
任
さ
れ
て
以
降
二
期
八
年
に
わ
た
り
、
旧
飽
託
郡

四
町
と
の
合
併
、
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
市
、
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
、
そ
し
て
福
井
県

福
井
市
と
の
友
好
姉
妹
都
市
締
結
、
更
に
は
市
制
百
周
年
事
業
「
熊
本
百
彩
」
等
を
成
功
に
導
か
れ
る
な

ど
、
熊
本
の
飛
躍
に
向
け
た
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。 

五
月
二
十
八
日
に
は
「
お
別
れ
の
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
、
多
く
の
方
々
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
展
示
い
た
し
ま
し
た
数
々
の
写
真
等
を
通
し
て
、
熊
本
市
と
と
も
に
歩
ま
れ
た
田
尻
元
市
長

の
在
り
し
日
の
姿
や
、
御
功
績
に
触
れ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
に
改
め
ま
し
て
、
田
尻
元
市
長
の
生
前
の
多
大
な
御
功
績
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

次
に
、
中
国
・
蘇
州
国
家
高
新
区
及
び
上
海
市
訪
問
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
五
月
二
十
二
日
か
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ら
二
十
四
日
ま
で
の
日
程
で
、
鈴
木
副
議
長
と
と
も
に
両
地
域
を
訪
れ
、
蘇
州
国
家
高
新
区
と
の
間
で
「
交

流
都
市
」
協
定
締
結
を
行
う
と
と
も
に
、
上
海
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

本
市
で
は
、
昨
年
一
月
に
開
設
し
ま
し
た
熊
本
上
海
事
務
所
に
お
い
て
、
上
海
市
の
み
な
ら
ず
周
辺
地

域
へ
も
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
従
前
か
ら
日
本
を
対
象
に
交
流
都
市
の
調
査
を
行

っ
て
い
た
同
区
か
ら
、
本
市
と
交
流
関
係
を
築
き
た
い
旨
の
御
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
行

政
レ
ベ
ル
で
の
相
互
訪
問
と
協
議
を
重
ね
、
今
回
の
締
結
に
至
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

同
区
は
、
中
国
政
府
直
轄
の
開
発
区
「
国
家
高
新
技
術
産
業
開
発
区
」
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本
か
ら
の

約
五
百
社
を
含
む
二
千
社
に
上
る
外
資
系
企
業
や
、
八
千
社
近
く
の
国
内
企
業
が
進
出
し
、
工
業
総
生
産

額
は
中
国
国
内
で
も
ト
ッ
プ
ラ
ン
ク
で
、
自
然
、
文
化
と
ハ
イ
テ
ク
産
業
を
融
合
し
た
街
づ
く
り
を
目
指

す
開
発
区
で
あ
り
ま
す
。 

今
回
、
こ
れ
ら
の
企
業
の
研
修
や
視
察
先
に
相
応
し
い
日
本
の
都
市
と
し
て
、
同
区
と
本
市
と
の
交
流

都
市
協
定
締
結
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
回
の
協
定
締
結
が
本
市
の
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
振
興
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等
に
大
い
に
資
す
る
契
機
と
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
な
お
、
上
海
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
様
々
な
企
業
を
訪
問
し
、
社
員
の
研
修
旅
行
や
報
償
旅
行
、
い
わ

ゆ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
の
本
市
へ
の
誘
致
等
を
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

同
市
は
世
界
有
数
の
経
済
都
市
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
へ
の
関
心
が
高
い
有
力
な
企
業
が
数
多

く
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
も
上
海
事
務
所
を
中
心
に
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

次
に
、
九
州
三
政
令
指
定
都
市
市
長
会
議
及
び
指
定
都
市
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
神
戸
に
つ
い
て
御
報
告
い
た

し
ま
す
。 

ま
ず
、
四
月
十
一
日
、
北
九
州
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
三
回
目
と
な
る
市
長
会
議
に
お
き
ま

し
て
は
、
九
州
に
お
け
る
望
ま
し
い
大
都
市
制
度
に
つ
い
て
三
市
共
同
で
と
り
ま
と
め
た
研
究
報
告
書
を

基
に
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

会
議
に
お
い
て
、
三
市
は
、
地
方
分
権
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
九
州
に
お
け
る
道
州
制
「
九
州
府
構
想
」
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を
見
据
え
た
大
都
市
の
あ
り
方
等
を
確
認
し
た
ほ
か
、
県
費
負
担
教
職
員
の
定
数
の
決
定
や
給
与
等
の
負

担
に
係
る
権
限
に
つ
い
て
、
特
に
税
源
確
保
の
観
点
か
ら
更
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
合
意
い
た
し
ま
し

た
。 ま

た
、
五
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
指
定
都
市
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
神
戸
に
お
き
ま
し
て
は
、
先
日
国

会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
案
に
対
す
る
意
見
の
ほ
か
、
多
様
な
大
都
市
制
度
の
実

現
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
等
、
国
に
対
す
る
積
極
的
な
提
案
・
要
請
を
決
議
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
説
明
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
回
の
補
正
予
算
案
は
、
当
初
予
算
編
成
後
間
も
な
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
の
平
成
二
十
四
年

度
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た
「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」
等
を
活
用
し
た
本
市
の
「
経
済
対
策
」
を
可

能
な
限
り
組
み
入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
他
、
国
・
県
の
補
助
内
示
に
伴
う
も
の
や
、
今
後
の
業
務

推
進
上
や
む
を
得
な
い
も
の
な
ど
も
合
わ
せ
て
提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
ず
、
補
正
予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
一
般
会
計
に
お
い
て
、
六
十
九
億
五
千
九
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百
四
十
七
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
二
千
九
百
二
十
三
億
七
千
九
百
四
十
七
万
円
、
特
別
会
計
に

お
い
て
、
二
千
五
百
六
十
万
円
の
減
額
、
補
正
後
の
予
算
額
千
九
百
八
十
七
億
九
千
百
二
万
円
、
企
業
会

計
に
お
い
て
、
四
億
八
千
七
百
六
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
八
百
二
十
二
億
九
千
七
十
九
万
円
と

な
り
、
合
計
で
は
補
正
額
七
十
四
億
二
千
九
十
三
万
円
、
補
正
後
の
予
算
額
は
五
千
七
百
三
十
四
億
六
千

百
二
十
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

補
正
後
の
予
算
を
前
年
同
期
と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、
一
般
会
計
で
は
五
・
七
％
の
増
、
特
別
会
計
で

は
二
・
四
％
の
減
、
企
業
会
計
で
は
〇
・
三
％
の
増
と
な
り
ま
す
が
、
全
体
の
合
計
額
で
は
二
・
〇
％
の

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

主
な
内
容
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、
経
済
対
策
関
連
の
補
正
予
算
で
す
が
、
七
十
五
億
二

千
七
百
五
十
七
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

今
回
の
経
済
対
策
関
連
の
補
正
予
算
を
大
き
く
二
つ
に
区
分
し
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
一
つ
目
は

「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
た
事
業
で
あ
り
ま
す
。 



－８－ 

こ
れ
は
、
国
の
「
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」
に
呼
応
し
、
平
成
二
十
四
年
度
三
月
補

正
予
算
で
計
上
し
た
本
市
の
「
経
済
対
策
」
の
地
方
負
担
額
を
基
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
地
域
の
元
気

臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
、
新
た
な
経
済
対
策
に
取
り
組
む
も
の
で
、
二
十
七
事
業
、
約
十
七
億
七
千
万

円
の
事
業
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
主
な
内
容
を
目
的
別
に
申
し
ま
す
と
、
ま
ず
、「
防
災
関
連
事
業
」
と
し
て
、
児
童
養
護
施
設
や
母

子
生
活
支
援
施
設
の
耐
震
化
工
事
に
対
す
る
助
成
の
ほ
か
、
消
防
車
両
七
台
の
購
入
経
費
や
、
農
業
用
排

水
機
場
の
設
備
改
修
に
要
し
ま
す
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、「
教
育
・
子
ど
も
関
連
事
業
」
と
し
て
、
小
中
学
校
の
音
楽
室
及
び
特
別
支
援
学
級
へ
の
空
調
設

備
設
置
に
向
け
た
設
計
経
費
の
ほ
か
、
小
学
校
や
公
立
保
育
所
の
外
壁
改
修
に
要
し
ま
す
経
費
の
前
倒
し

な
ど
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
関
連
事
業
」
と
し
て
、
横
井
小
楠
記
念
館
の
空
調
改
修
経
費
や
、
水
前
寺
野

球
場
の
防
球
ネ
ッ
ト
の
増
設
経
費
の
ほ
か
、
南
部
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
改
修
に
向
け
た
設
計
経
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費
な
ど
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
区
役
所
や
総
合
出
張
所
な
ど
に
お
け
る
空
調
や
外
壁
等
の
施
設
改
修
に
要
す
る
経
費
、
微

小
粒
子
状
物
質
「
Ｐ
Ｍ
二
・
五
」
の
測
定
機
器
三
台
の
設
置
経
費
な
ど
を
計
上
し
ま
す
と
と
も
に
、
下
水

道
事
業
会
計
で
は
未
普
及
解
消
に
向
け
た
築
造
工
事
な
ど
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
今
回
予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
十
四
億
五

千
四
百
万
円
と
、
平
成
二
十
四
年
度
三
月
補
正
予
算
で
計
上
し
ま
し
た
三
億
二
千
百
六
十
万
円
の
ほ
か
、

三
十
億
六
千
七
百
二
十
六
万
円
を
、
今
回
、
条
例
議
案
と
し
て
提
案
し
て
お
り
ま
す
「
熊
本
市
地
域
の
元

気
基
金
」
に
積
み
立
て
、
今
後
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
二
つ
目
の
「
経
済
対
策
」
は
、
県
の
基
金
を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
県
の
「
地

域
の
元
気
基
金
」
や
「
安
心
こ
ど
も
基
金
」
、
「
緊
急
雇
用
創
出
基
金
」
を
活
用
し
、
六
事
業
、
約
二
十
二

億
四
千
万
円
の
事
業
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
主
な
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
農
業
分
野
に
お
け
る
共
同
利
用
施
設
の
整
備
に
対
す
る
助
成
や
、
本
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市
産
業
成
長
戦
略
の
成
長
産
業
分
野
や
農
商
工
連
携
に
よ
る
新
商
品
の
研
究
開
発
及
び
販
路
開
拓
に
対
す

る
支
援
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
ほ
か
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
保
育
士
の
雇
用
確
保
を
支

援
す
る
た
め
、
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
や
再
就
職
支
援
に
要
し
ま
す
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
経
済
対
策
関
連
以
外
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
、
部
門
別
に
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
企
画
振
興
部
門
で
は
、
冒
頭
で
御
報
告
い
た
し
ま
し
た
元
熊
本
市
長 

故
田
尻
靖
幹
氏
の
お
別
れ

の
会
開
催
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
財
政
部
門
で
は
、
市
税
滞
納
処
分
に
係
る
不
動
産
の
公
売
決
定
取
り
消
し
に
伴
う
損
失
補
填
経

費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
健
康
福
祉
子
ど
も
部
門
で
は
、
生
活
保
護
制
度
の
基
準
改
定
に
対
応
し
た
関
係
シ
ス
テ
ム
改
修

経
費
や
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
施
設
の
開
設
準
備
経
費
へ
の
助
成
の
ほ
か
、
来
年
三

月
に
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
仮
称
）
城
南
児
童
館
の
三
月
分
の
指
定
管
理
料
及
び
来
年
度
以
降
の
債

務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 
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次
に
、
環
境
部
門
で
は
、
国
連
「
生
命
の
水
」
最
優
秀
賞
（
水
管
理
部
門
）
を
受
賞
し
た
こ
と
を
記
念

し
、
国
連
事
務
局
や
熊
本
地
域
十
市
町
村
、
熊
本
県
、
関
係
機
関
の
参
加
の
も
と
八
月
二
十
日
に
開
催
し

ま
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
農
水
商
工
部
門
で
は
、
上
通
町
三
・
四
丁
目
及
び
上
通
五
丁
目
商
店
街
振
興
組
合
が
実
施
し
ま

す
ア
ー
ケ
ー
ド
改
修
な
ど
に
対
す
る
助
成
や
、
地
元
農
家
の
組
合
が
実
施
し
ま
す
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ

ス
の
整
備
に
対
す
る
助
成
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
観
光
文
化
交
流
部
門
で
は
、
熊
本
城
復
元
整
備
基
金
へ
の
平
成
二
十
四
年
度
下
半
期
に
お
け
る

寄
附
金
を
積
立
て
ま
す
ほ
か
、
先
に
御
報
告
し
ま
し
た
不
祥
事
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
で
支
払
う

べ
き
大
会
出
場
激
励
金
等
に
未
払
金
が
生
じ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
弁
償
金
を
財
源
と
し
て
、
こ
の
未

払
金
の
精
算
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
都
市
建
設
部
門
で
は
、
補
助
内
示
に
伴
い
、
水
前
寺
江
津
湖
公
園
神
水
本
町
地
区
の
用

地
取
得
を
行
い
ま
す
と
と
も
に
、
国
の
白
川
河
川
改
修
事
業
の
な
か
で
実
施
さ
れ
ま
す
明
午
橋
の
架
け
替
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え
工
事
に
関
連
し
た
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
消
防
部
門
で
は
、
本
市
が
高
遊
原
南
消
防
本
部
の
消
防
事
務
を
受
託
す
る
た
め
に
必
要
な
シ
ス

テ
ム
改
修
等
の
準
備
経
費
や
、
補
助
内
示
に
伴
い
、
は
し
ご
車
等
五
台
の
車
両
購
入
を
行
う
経
費
な
ど
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
教
育
部
門
で
は
、
特
別
支
援
学
級
へ
の
県
費
負
担
教
職
員
加
配
基
準
の
変
更
に
伴
い
、
加
配
さ

れ
な
か
っ
た
十
五
校
に
学
級
支
援
員
を
配
置
す
る
経
費
や
、
現
在
、
改
定
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
給
食
費

の
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
学
校
給
食
物
資
を
共
同
購
入
し
て
い
ま
す
公
益
財
団
法
人
「
学
校
給

食
会
」
へ
運
営
費
助
成
を
行
い
ま
す
ほ
か
、
来
年
三
月
に
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
仮
称
）
城
南
図
書

館
の
三
月
分
の
指
定
管
理
料
及
び
来
年
度
以
降
の
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
、
企
業
会
計
で
す
が
、
交
通
局
に
お
き
ま
し
て
、
補
助
内
示
に
伴
い
市
電
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
導

入
す
る
た
め
の
必
要
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
第
一
回
定
例
会
で
国
の
「
緊
急
経
済
対
策
関
連
予
算
」
を
追
加
計
上
し
た
こ
と
で
、
平
成
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二
十
四
年
度
三
月
補
正
予
算
と
平
成
二
十
五
年
度
当
初
予
算
に
重
複
計
上
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
事
業
の

う
ち
、
前
年
度
に
補
助
内
示
を
受
け
ま
し
た
、
十
八
億
二
千
六
百
四
万
円
に
つ
き
ま
し
て
、
今
回
減
額
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
が
、
補
正
予
算
の
歳
出
の
説
明
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
賄
う
財
源
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
出

に
見
合
う
特
定
財
源
を
充
当
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
一
般
財
源
と
し
て
は
、
当
初
予
算
で
計
上
し
て
お

り
ま
す
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
減
額
等
で
調
整
し
て
お
り
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
条
例
議
案
で
あ
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
、「
熊
本
市
太
陽
光
発
電
の
た

め
の
公
共
施
設
の
屋
根
等
の
使
用
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
昨
年
度
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
気
の
買
取
り
を
電
力
会
社
に
義
務
づ
け
る
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
」
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
事
業
者
が
こ
の
制
度
に
よ
る

太
陽
光
発
電
を
行
う
た
め
、
本
市
の
公
共
施
設
の
屋
根
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
使
用

に
つ
い
て
必
要
な
手
続
等
を
定
め
る
条
例
で
あ
り
ま
す
。 
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そ
の
他
、
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
末
尾
に
簡
単
な
理
由
を
付
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
説
明
を
省
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

何
と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
う
え
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


